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1967年までに報告された本邦産長形植物ウイルス
の Brandesの方式による類別







案された球状ウイルスも検出できる directnegative stain法 (DN法)(11，1%)などの簡便
で有用な電子顕微鏡試料作成法の確立であるといえるであろう(船.




rattle virusを代表ウイルスとする一以下同様)， TMV群 (To凶ccomo回 icvirus)， PVX 
群(potatovirus.X)， PVS群(potato virus S)， PVY群(potato virus Y)，およびBYV




























1 粒子は径却~25mμ，憂さ 130~210mμ の直縁状一一TRV群
本群に属するウイルスで本邦に発生するものは Tobaccorattle virus (タバコ ・ラッ
トルウイルス， TRV) (6'】， Earley stripe mosaic virus (ムギ ・斑葉モザイクウイルス，
BSMV) (b6)， Soil-凶mewheat mo回 icvirus (ムギ類・萎縮病ウイルス，コムギ ・繍萎縮










含まれていないが， Pea early-browning t，irus (PEBV)*が本群に属するとされており，
TRVとPEBVとは相互に血清学的に類縁があるといわれる.
2. 粒子は径 18mμ，.aさ 300mμの直栂状一一TMV群
本群のウイルスは本邦で Tobaccomosaic virus (タバコ・モザイクウイルス， TMV)(Z， 
19.1b.lf.lii， Cucumber green mottle mosaic virus (キュウリ ・緑斑モサ'イクウイルス，





は互いに血清学的に類縁がある('.36).Brandesは CGMMVを Holmesの Ribgrassiso-




late， Bawdenの Avjrus from coゆ ea，および Dolichosenation mosajc 抑制ととも
にTMVの系統として取り扱かっている.Sammons' opuntja virusも本群ウイルスとさ
れており， このウイルスが本群の ORSVと血清反応することが最近調べられた(問
3. 粒子は径10，-，12mμ，-aさ 480~580mμ の屈曲した
ひも状一-PVX群
この群のウイルスでは Whiteclover mosaic virus (ホワイトクローパー・モザイクウ
イルス， WCMV)(ZI，Z7，m， Cymbidium mosaic virus (シンピジウム・モザイクウイルス，
CyMV)， Hydrangea ringspot virus (アジサイ ・リングスポ y トウイルス， HRSV) ~，g) ， 
Potato virus X (ジャガイモ ・Xウイルス， PVX) (!，13，16，60，61)， Cactus virus X (サボテ
ン・Xウイルス， CVX) (46，著者ち.未発費)，スイセン・モザイクウイルス (Narcissusmosaic 





WCMVt211， CyMV(22)， PVX，およびCVX(著者ら，未発表)の 4種のウイルスについ
て作られている Brandesらは PVFを除く各ウイルスならびに Cloveryellow mosaic 
virusの6種のものは互いに血清学的に類縁であるとしている， NMVは Brandesらの
報告には含まれていない.
4. 粒子は径約12，-，15mん憂さ 6却~700mμ の栂状
またはわずかに屈曲したひも状一一PVS群
Potato virus S (ジャガイモ ・Sウイルス， PVS)(2，61lの他に，この群に類別される本邦
のウイルスには Carnationlatent virus (カ{ネーション・ラテントウイルス， CLV) (60，72)， 
Chrysanthemum virus B (キク ・8ウイルス， CVB) (63，著者ら.未発費)， およびCarnation






ものに Peastreak virus様の 'P165ウイルス'(92)，アオピュのモザイクウイルス引など
が報告にあらわれている.抗血清は現在までに上記ウイルスの中 CLV(7t)およびPVS(71)
について得られている.Brandesらによれば， CLV， PSV， CVBの他にPotatovirus M，* 




virus 2の各ウイルスには血清学的類縁が認められるという. また， 上記の各ウイルス
の他に Freesiamosaic virus， Hot virus， Potlar mosaic virus， Wheat streak mosaic 
virus，および Ryegrassmosaic virusが粒子の形態からこのウイルス群に類別されてし、
る.Wheat streak mosaicおよび Ryegrassmosaicの両ウイルスはダ、ニで媒介されるも
のといわれるが，この群に入れるのは妥当でなL、かもしれないとも考えられている (9)
5. 粒子は径約 12~15mん長さ 730'"'"'830mμ の
屈曲したひも状一-PVY群
このウイルス群には非常に多くのウイルスが含まれるが， 本邦で知られているものは
Potato virus Y (ジャガイモ・ Yウイルス， PVY)l2.61.G6)， Watermelon mosaic virus (カ
ボチャ・モザイクウイルス， WMV) (26.43)， Bean yellow mosaic virus (インゲン・貰斑
モザイクウイルス， BYMV)(31.42.62.61)， Bean common mosaic virus (インゲン・モザイ
クウイルス， BCMV) (31)， Azuki-bean mosaic virus (アズキ・モザイクウイルス， AzM-
V)O.2)， Cowpea mosaic virus (ササゲ・モザイクウイルス， COMV)(I.f)， Soybean mo・
saic virus (ダイズ・モザイクウイルス， SMV) (2'， Pea seed-borne mo祖 icvirus (ェγ
ドウ・種子伝染モザイクウイルス， PSbMV) (28)， Peanut mottle virus (ナンキンマメ・
モットルウイルス， PnMV) (約九 Turnip mosaic virus (カプ ・モザイクウイルス， Tu-
MV) (2.55， U.ω.86)， Carrot red leaf virus (ニンジ γ ・賀化病ウイルス， CRL V) (~8) ， Tulip 
mosaic virus (チューリップ・モザイクウイルス， TpMV)(6Z.63.691， Li1y mottle virus 
(ユリ ・モットルウイルス， LiMV) (62.63)， Onion yellow dwarf virus (ネギ・萎縮病ウ
イルス， OYDV) (40.著者.来発表)， Sugarcane mosaic virus (サトウキピ ・モザイクウイル
ス， ScMV) (2.32. 68)， Cane m偲aicvirus (メダケ類・モザイクウイルス， CnMV)的，および
Zoysia mosaic virus (シパ・モザイクウイルス， ZMV)切 であり，さらに， Hippeastrum 
mosaic virus (アマリリス・モザイクウイルス， HMV) (S7) も本群のウイルスと考えら
れる Beetmosaic virus (ビート・モザイクウイルス， BMV) (14)および Lettucemo・
saic virus (チγャ・モザイクウイルス， LMV)(4I)も Brandesらによれば本群ウイル
スとのことであるが， 本邦では粒子の形態が確かめられていない. また， Potato virus 








TuMV(67)， HMV(6B)， TpMVげ0)などで作られている.Brandes一派によればPVY，PVA， 





BMV， WMV， BYMV， BCMV， CoMV， SMV， TuMV， ScMV，および LMVは互いに血
清学的に類縁であるとされ，さらに Henbanemosaic virus， Tobacco etch virus， Eucha-
ris mosaic virus， Bagna//'s SB 29 virusも血清学的に類縁であるといわれる. この他
Brandesらは粒子形態が本群に該当するものとして Cocksfootstreak virus， .Asμragω 
virus 1， P/um ρ0% virus， Papaya rings.ρot virus， Ma/va vein c/earing virusをあげて
いるが，本文の AzMV，PSbMV， PnMV， CRLV， LiMV， HMV， CnMV，および ZMVは
記述に入っていない.
6. 粒子は径約10mμの著しく屈曲した畏いひも状一一-BYV群
本群のウイルスとしてはBeetmosaic virus (ピート・萎黄病ウイルス， BYV)(lf)があ
る.このウイルスは長さ 1250mμ の長いひも状といわれるが，本邦では粒子の形態がまだ
知られていない.アブラムシで永続的に伝搬されるウイルスで，汁液接種は困難である.
径約10mμ で屈曲に富んだ長いひも状粒子としては Citrustristeza virus (カンキツ・
トリステザウイルス， crV)('.1のがあるが，本邦では確定的な長さの測定値は明らかにさ






述する.Barley yellow mosaic virus (オオムギ・縞萎縮病ウイルス， Ba YMV) (2.26.3')， 
Rice necrosis mosaic virus (イネ・えそモザイクウイルス， RNMV)(!8.M)，がそれであ





















イルスについて， Brandesおよび彼等の方式 (1959，1964， 1965， 1967)に準拠して下記
のように整理して類別を試みた.
1. 粒子は径約 20.~25mん長さ l却~210mμ の直梓状一一・TRV 群:タパコ ・ ラヅト
ル，ムギ ・斑葉モザイク， ムギ類 ・萎縮病， およびソラマメ ・えそモザイクの各ウイル
ス
2. 粒子は径約18mん長さ 3∞mμ の直樽状一一TMV群:タパコ・モザイク， キー
ウリ ・緑斑モザイク，およびオドントグロッサ・ム ・リングスポットの各ウイルス.
3. 粒子は径約1O~12mん長さ 480~5卸mμ の屈曲したひも状ー-PVX 群:ホワイ
トクローパー ・モザイク， シンピジウム ・モザイク，アジサイ ・リ ングスポット，ジャガ
イモ ・X，サボテン ・X，スイセン ・モザイク，およびジャガイモ ・Fの各ウイルス.
4. 粒子は径約 12~15mμ，長さ 6却~7∞mμ の梓状またはわずかに屈曲したひも状
-PVS群:カーネーション ・ラテント，ジャガイモ ・S，キク・ B，およびカーネーシ
ョン・モザイクの各ウイルス.
5. 粒子は径約 12~15 mμ，長さ 730~830mμ の屈曲したひも状一一PVY 群:ジャガ
イモ・ y，ジャガイモ ・A，ビート ・モザイク，カボチャ ・モザイク，インゲン ・黄斑モ
ザイク，ササゲ ・モザイク，インゲン・モザイク，アズキ ・モザイク，エンドウ・種子伝
染モザイク，ナンキンマメ・モットル，カプ ・モザイク，チシャ ・モザイク，ニンジン・
賞化病，チューリップ ・モザイク，ユリ ・モットル，ネギ ・萎縮病，アマリリス ・モザイ
ク，サトウキビ ・モザイク，メダケ類 ・モザイク，およびシパ ・モザイクの各ウイルス.
6. 粒子は径約10mμ の著しく屈曲した長いひも状一一BYV群:ビート・萎黄病ウイ
ルス.カンキツ ・トリステザウイルスもほぼ類似の形態をもっ.








第 1図 長形他物ウイノレスの電子顕微鏡写真 (dip法試料. x 25.000) 
1. ムギ類 ・萎縮病ウイノレス (SWMVー コムギ〕
2. ソラマメ ・えそモザイクウイルス (BNVー スイートピー〉
3. タパコ ・モザイ クウイルス (TMVータパコ〉
4. キュウリ ・緑斑モザイクウイルス (CGMMVー キュウリ .
白い球は径188mμ のラテックス粒子)
5. ホワイトクローパー ・モザイクウイルス (WCMVー エンドウ〉





第 2図 長形植物ウイノレスの電子顕微鏡写真 (dip法試料. X25.000) 
1. キク ・Bウイルス (CVBー キク〕
2. P165ウイルス (Peastreak virus様の未同定ウイルスーエン
ドウ〕
3. ダイズ・モザイクウイノレス (SMVー ダイズ〉
4. カプ ・モザイクウイルス (TuMVー ダイコン〕
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